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石油 コンビナー ト災

害が減っている。昨年

は50件だった。石災法

が施行 された昭和51年

には157件 だったの で,

20年 足 らずの間に1/3

以
~下

に減ったことにな

る。

現場のベテラン職買の話を聞 くと,昭 和30

年代から40年代にかけては,当 時の新鋭設備

が思わぬ事故を坂繁に起こしたということだ。

ところが昭和50年代以降は,新 しい技術や設

備の導入が一段落 したこともあ り,設 備の使

用方法や事故に関するノウハウの蓄積や教育

が進んで,次 第に事故が減少 してきた面があ

るようだ。

新 しい技術を導入 した り,こ れまでにない

生産システムを採用 した りした場合には,現

在でも事故発生の可能性は高 くなる。現にこ

こ数年の大きな石油 ヨンピナー ト事故を思い

起こしても,新 型の脱硫装置の事故,省 エネ

のための廃ガス発電設備の事放,半 導体用の

石油コンビナー ト

災害の傾向

特殊災害室長 小林 恭一

特殊な樹脂の製造過程

の事敵など, まだ成熟

していない設備に係 る

事故が多いことに気づ

く。

以上のことから,考

えなければならないこ

とが二つある。

一つは,関 係者が事故事例情報に接するこ

との重要性だ。 ヒヤ リハ ット事例なども含め

て,事 故情報が もっと容易に手に入るように

なれば,事 敵はさらに少な くなるはずだ。

もう一つは, メンテナンスの重要性だ。古

い設備は,腐 食や損耗などにより,そ のまま

なら事故率が上昇するはずだが,現 在の とこ

ろ,定 期 点検,修 理,交 換などのメンテナン

スによってそれを防いでいる。このため,設

備に習熱したことによる事散率の減少の傾向

の方が大 きく出ているのだ。適切なメンテナ

ンスが行われなくなれば,基 本的な設備が古

くなっているだけに,事 故は増えてしまう可

能性があることに注意 しなければならない。
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